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研究概要 
 近頃、必要性が増している英語の基礎である英単語を効果的に記憶するには、どのような方法が良いのかを調べるため、

市立札幌旭丘高等学校 数理データサイエンス科（以降 DS科とする）２，３年次１３６人を対象に単語テストを行った。結果

としては単語を記憶する手法が複数あり、且つ「書く」という手法がある場合にテストの点数が良い傾向が見られた。 
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（※文責：竜川絢太郎）  
 

Abstract 
 We want to know what method is best for efficiently and effectively memorizing English vocabulary, which is the 
basis of English and is becoming more and more necessary these days. So we  administered vocabulary tests to 
approximately 136 students in the second and third years of the Mathematical Data Science course. The results 
showed that test scores tended to be higher when there were multiple methods for memorizing words and when 
“writing” was used. 
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                                                                                                         （※文責：竜川絢太郎） 
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第１章 はじめに 

 

１.１研究背景 
 昨今、大学受験では文理問わず、英語を受験科目に課している場合が多い。また、大学進学後も英語を使う機会は増えて

おり⁽¹⁾、英語学習の重要性はますますたかまっている。英単語は英語学習の基礎であり、語彙を増やす事で表現力や理解

力の向上に繋がる。しかしながら、英単語の数は膨大であり、１つ１つを記憶するにも時間がかかる。そこで私達は、英単語

を効果的に記憶することによって、英語学習の支援をし、英語力向上を図ることにした。 
（※文責：大石純也） 

 

１.２先行研究 
 先行研究においては、論文の数が少なく、どれも２０年以上前のものであったため、研究を通じて、仮説を立てることにし
た。 

  （※文責：大石純也） 
 

第２章 研究内容 

 

２.１内容 
 我々は英単語の効率的な記憶方法を図るため、以下の対象にテストを実施した。 
 
対象  市立札幌旭丘高等学校 DS科 
実施期間 ２０２４年７月〜１２月  
使用した英単語 英検準１〜１級レベル、医療および数学の専門用語 
（テストを行う際に、大多数の生徒が初見である状況を作るために比較的難易度の高い英単語を使用した。） 

                               （※文責：大石純也） 

 

２.２第１回目テスト 

目的 
 第１回目テストでは、研究対象である DS科２年次の生徒の英単語記憶の傾向調査、特に満点をとるなど、記憶力の優れ

た人の記憶方法の傾向調査を目的とした。 

 
 
 
 
 

内容 
 英単語を１５個を８分で記憶してもらうテストを実施した。 

 

結果 
 テスト結果から、「書く」、「読む」、「聞く」の３種類の手法が使用されていることを確認した。また生徒によって記憶するのに

使用した手法の数が異なることがわかり、平均点を出したところ、以下の平均点を得る事ができた。 
  全体平均：8.76点 / 手法１つ：7.45点 / 手法２つ：9.06点 / 手法３つ：9.40点 

 以上のことから、使用する手法の数が増えるほどテストの得点が高くなっていることがわかった。 

 

考察 
 結果から、記憶するときに使用する手法の数が多ければ多いほど、より効果的であるということが考えられる。 

                                                                                                                      （※文責：大石純也） 



２.３第２回目テスト 

目的 
 第１回目テストより、記憶方法の数を多く使った記憶方法が効果的だと考察し、このことを検証することを目的とした。また
第１回目テストの結果からほとんどの生徒が使用していた「書く・読む・聞く」の３つのうち、どの組み合わせが効果的である

かどうかを検証した。 

 

研究上の配慮点 
 「書く」動作を行う場合でも、無意識のうちに「読む」動作も行われているのではないかという指摘を受けたが、高校生であ
る私達には対処が難しいと判断し、あくまで「書く」動作に集中してもらうこととした。 

 

内容 
 単語数：５個 時間：５分 解答時間：２分 対象：DS科６６人 
対象者６６人を３つのグループ、グループ１、２、３に分けて以下のテストを実施した。 
テスト A：グループ１、２、３の全員に「書く・読む・聞く」を使って記憶させ、 
     テストを実施。 
 
テスト B：グループを３つに分けてテスト A とは異なる単語を、 
     ・グループ１「書く・聞く」 
     ・グループ２「読む・聞く」  
     ・グループ３「書く・読む」 
     で記憶させて、実施。 

 
テスト C：テスト A、B とは異なる単語を、 
     グループ１「読む」 グループ２「書く」グループ３「聞く」 
     で記憶させて、実施。 
 

結果 

 
表１ 第２回目テストの結果 

  
 表１から、テスト B と Cにおいて、「書く」動作が行われたすべての場合で全体の平均点を上回った。またテスト Bでは平

均を超えていたが、テスト A、Cでは下回っていたので、「聞く」動作は記憶に不向きな可能性があることがわかった。                
                                             （※文責：大石純也） 

 

 

 
 
 
 
 
 



２.４記憶の保持率について 

第２回目テストにおける記憶の保持率 
 長期記憶の面での有効性を調べるため、１週間後に再度同じテストを行った。このテストでは再度記憶する時間は取らず、
問題に回答してもらうだけのものとなっている。 

 

結果 

表２ １週間後に再度

テストを実施した結果 

  
 テスト Cの結果から「書く」という手法で記憶していた場合全体平均を上回っている。また、「聞く」という手法で記憶してい

た場合全体平均を下回っていることがわかった。 

 

考察 
 記憶するときに使用する手法が２つ以上であるとより効果的と考えられる。特に「書く」は効果的に記憶することができる手
法であり、「聞く」は記憶するという面においてやや不向きであるということが考えられる。 
 

検定 
 第２回目テストにおいて結果は有効なものであるかどうかを調べるために検定を行った。このテストが正規分布に従うとは
いえないものだったためマン・ホイットニーの U検定を使用した。その結果「書く」と「読む」、「読む」と「聞く」、「聞く」と「書く」

のすべてにおいて U値が統計検定量より小さい値となったため第２回目テストの結果には差があるということがわかった。 
                           （※文責：竜川絢太郎） 

 

第 3章 結果と考察 

 

３.１テスト結果からの考察  
 第１、２回目のテストを通じて、初見の英単語の記憶には「書く」動作が効果的であり、「聞く」動作は他の方法と比べて効果
が劣ることがわかった。また記憶する際の手法の数が２個以上であると記憶しやすいということもわかった。 

                              （※文責：竜川絢太郎） 

 

 

３.２展望 
 本研究で「書く」という手法が記憶するということに有効だとわかったが、具体的に書く動作がどのような効果をもたらしてい
るのか調査していきたい。また本研究では書くテストのみ行っているが「話す」などアウトプットの方法は他にもあるためその

場合ではどの手法を使用すればよいのかなどということも調査しようと思っている。第２回テストでのグループ内での能力差

が生じてしまったかもしれないので、予備テストなどを行い能力差をなくしてから、再 
度テストを行いたい。 

                           （※文責：竜川絢太郎） 

 



第４章 発表報告 

 

４.２校内発表報告 
 ２０２５年２月４日に本校で行われた SDS探究成果発表会に参加した。スライドを用いて発表を行い、質疑応答がその後

に行われた。質疑応答では「話すテストで行なった場合、結果が変わる可能性があるかどうか」などの興味深い質問が多く

見られ実りのあるものであった。 
                           （※文責：竜川絢太郎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.３外部発表報告  
 ２０２５年３月８日に北海道自治労会館で行われた「高校生探究活動リサーチフォーラム in札幌」に出場した。北海道中か

ら高校生が集まり、互いの探究活動について交流しあうなど大変有意義な時間であった。また、本研究は北海道武蔵女子

大学賞を受賞した。 
（※文責：大石純也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 おわりに 

 

５.１研究における班員の役割 

５.１.１ 竜川絢太郎 
 私は人前で発表するのがあまり得意ではないため、本研究ではスライドのデザインなどといった裏方の仕事に注力した。
身についたことといえば「忍耐力」であろうか。私達のグループは２人という少人数編成であるが、研究内容はとても２人でこ

なすことのできるようなものではなかった。１回のテストで作成、実施、採点、集計などを約６０人分行う。第２回テストだとそ

れを３回も繰り返すこととなる。約１８０人分だ。先生方の偉大さが少しわかった気がした。作業は学校側が取ってくれる時間

だけでは到底終わらない。僕らの放課後の時間を使うしかなくなってくる。そこで必要不可欠だったのが「忍耐力」だったの

だ。別に研究とかが嫌だった訳では無い。しかし、班員が２人だったから一人あたりの量が非常に多く途中で放棄したくなる

ことが多々あった。その都度この作業が終われば家に帰れるなんて考えたりして数多の苦難を私達は乗り越えていくことが

できたのだ。最後に、私達の研究に快く参加し真面目に取り組んでくれた数理データサイエンス科の生徒たち、研究にアドバ

イスを下さった先生方、同じく北海道大学の TAの方々、そして私の苦手を理解し補ってくれた相方の大石くんに多大なる感

謝の意を表する。 
  

５.１.２ 大石純也 
 私は、本研究を通じて計画力とプレゼンテーション力を身につけることができたと思います。本研究は私と竜川の２人で行
うことになり、他の班よりも人手が少なく、探究活動を行える時間をより大切にする必要がありました。また研究自体も、生徒

の貴重な休み時間や放課後、また時々あった授業での自習時間など、限られた時間でしか行うことができなかったため、テ

ストを実施する日付決定からテスト制作、模擬実験などを計画的に行う必要がありました。そのため私達はスケジュール管

理を徹底し、逐一現状報告しあうなどし計画が崩れないように研究を行いました。また私は、もともと人前で話すことに慣れ

ていることもあり、本研究のプレゼンテーションの大部分を行いました。研究がすこし複雑なこともあり、初めは聞きにくい部

分もあったとは思いますが、外部発表で賞をいただけるほどに成長することができました。 
 

５.２謝辞 
 本研究を進めるに当たり、矢野友規先生、TAの皆様には熱意あるご指導をいただきました。心から感謝いたします。 
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